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開催にあたって　明治七年 （一八七四） 八月、 小学校教員養成のため、 兼六園成巽閣石川県英学校内の一画に石川県集成学校が創設されたのが県内の教員養成の始まりです。　集成学校は同年十一月、 石川県師範学校と改称し、 変遷をたどりながら、 昭和十八年 （一九四三） 、 石川師範学校 （男子部・女子部） として再出発しました。 同十九年、 金沢高等師範学校が設置され、 石川青年師範学校も開校しています。 これらの各師範学校は昭和二十四年の国立学校設置法に基づく新制大学設置により、 金沢大学に包括され、 教員養成機能は教育学 へと引き継れ、 県内外の教育界に多くの人材を輩出してきました。　金沢大学では、 平成二〇年度から、 従来の学部を中心とした教育体制を新たに 「３学域・
16学類」 に再編成します。 これは、 「地域と世界に開かれた教育
























































キャンパスにあった、 とくに石川門・三十間長屋・鶴の丸倉庫で保存されていた諸資料を収蔵管理する目的で設立されました。 しかし、 創設当初はキャンパス移転にともなって各研究室の片隅で眠っている （すでに歴史的資料としての価値が出てきた） 各種機器を廃棄せずに収蔵しておこうという現実的な目的に追われることになりました。 それでも、 平成十一年 （一九九九） 金沢大学創立五十周年記念を迎える大事業の一環として、 本学の を ともに整理して、 現在から未来を見据える地平づくりが本格的に着手されま た。 大学を挙げ の一大事業でしたが、 モノ いう実在資料の収集や整理は資料館の責任において実施され、 現在も継続されています。
　好評を博した昨年度特別展 「四高開学百二十周年記念展示︱学都金沢
と第四高等学校の軌跡︱」 はまだ記憶 新しいこ ですが、 これは金沢大学の前身校発掘プロジェクトの第 弾でした。 今年度は第二弾となる「教える×学ぶ︱師範学校といしかわの教員養成史︱」 展示と地域の教員養成に関わる歴史的シンポジウムの開催 、 附属図書館との協力で実現することとなりました。
　金沢大学の沿革をひもとけば、 その母体となったのは第四高等学校の
ほか、 石川師範学校、 金沢高等師範学校、 石川青年師範学校、 金沢医科大学、 金沢医科大学附属薬学専門部、 金沢工業専門学校があります。 今回の展示企画は石川師範学校、 金沢高等師範学校、 石川青年師範学校に焦点を当て、 教育に力を注いだ石川県との関わりの中で、 その歴史と実態を豊富な歴史資料によって検証しようとするものです。
　昭和二十四年 （一九四九） に金沢大学が新制大学として出発した時、 教
員養成機関としての役割を引き継いだ教育学部に移管された教材や資料ばかりではなく、 今回の展示企画 機に各師範学校 同窓会や出身の方々の御協力 集められた貴重な写真や各種教材、 校旗や校章、 卒業証書などは師範学校の生活 時代を生き生きと語ってくれるにちがいあません。 この機会に、 その前身校時代以来、 今日に たるまで金沢大学が果たしてきた地域における教員養成の役割と歴史を振り返り、 来年度から８学部制から３学 大きくシフトして再出発する新生金沢大 の中で、 新たな教育への展望を地域の皆様といっ ょに考えてみたいと思っています。
（金沢大学資料館長・教育学部教授）
前身校を発掘 る資料館 　　　　　　






　「教員養成はいかにあるべきか」 は、 おおげさに言えば、 日本の将来を
決める問題である。
　学歴や取得資格が職業選択の大きな要素となっている今日、 学校教育
への関心が 「異常に」 といっても良いほど高まっている。 このような状況下で、 文部科学省もす に教員になった人のための現職研修制度の改革とともに 教員養成制度改革 特に力を入れている。 そし その当否はともかく、 本年六月二十日の新 「教育職員免許法」 により教員免許更新（十年間） 制度が導入されることが決まった。
　大学教育を含め教育は主として教師が担うのだから、 教師をどのよう
に養成するかは、 ある意味で学校教育全体の根本問題である。 この展示で扱うのは、 主 して明治～昭和戦前期の小学校教師養成の歴史であが、 今回の展覧会を機会に日頃教員養成に関心 薄かった方たちも教師養成や教師のありかた 考える機会 していただければ幸いである。
　明治五年 （一八七二） の学制の頒布から日本の近代学校制度 整備さ
れたのはよく知られている。 組織的な教員養成の歴史もここから始まる。 江戸時代には寺子屋が発達し、 幕末 は全国津々浦々に普及した （正式な調査結果は存在しないが、 その数は数万と推定される。 ちなみに近代以後現在にいたる小学校数は、 大体二万五千校） が、 組織的 寺子屋師匠が養成するという考え方は存在しなかった。
　学制以後、 直ちに東京に師範学校がつくられ、 各県には小学 員伝習
所や師範講習所が創設され、 その後女子師範学校、 高等師範学校・女子高等師範学校・青年師範学校などがつくられてきた。 石川県では明治七年八月に 「年令大凡二十歳以上三十五歳以下」 を入学資格とした集成校を創立したが、 これが後の石川県師範学校の前身である
　その後の各種師範学校の歴史は、 別稿があるのでそちらを参照してい
ただくとして、 ここでは戦前の師範教育に対する反省 上に築かれた戦後の理想主義的な教員養成の理念を戦前 師範学校教育と 対比 少し説明しておきたい。
　一言で言うと、 戦前の急ごしらえの 「近代国家」 はその構成員 （国民）
の育成を義務教育に委ねようとし、 過酷な訓練 教師 卵 強いた。 教師養成に特別な使命感を持った森有礼が文部大臣に就任し、 師範学校令を定めた明治十九年以後、 全員寄宿制による軍隊的生活訓練方式や 「兵式体操」 の採用と完全な給費制度とそれ 連動した卒業以後の長期教職就職義務制度がセットにされ、 それが全国一律 実施させた （水原克敏『近代日本教員養成史研究』 一九九〇
 参照） 。 その後、 詳論しないが （旧
制） 中学校卒業 入学条件とする 「二部」 生の採用 ど多少の教員養成の理念にかかわる政策の変更はあったが、 基本構造は維持され、 師範学校で養成される教師の多くは、 問や研究の本質にふれえない卑屈で裏表がある性格の強いい ゆる 「師範タイプ」 の人間になってしまったと言われる。 （もちろん戦前 石川県にも優れた教師がたくさんおり、 師範学
校出身教師がすべて 「師範タイプ」 であったというので ないこと 言うまでもないが）
　敗戦後の教師教育改革は、 このような過去の教師養成への強い反省か
ら 「小学校教員をふくめた教員養成」 を大学で行うということと、 教師計画養成されねばならない面があり教員養成学部が原則として各県 一つずつ設けはしたが、 教員養成学部以外の学部の 生にも一定の教職科目を修得すれば教員免許を取得できるとする 「開放性」 を二大原則とした。 教師の知識・教養水準 高め、 どこの学部に所属しようと、 本当に師になりたい人が自 望んで教師になってほしいという原則 立てたのである。 この 員養成制度の百八十度の転換の推進役は自ら受けてきた戦前の師範教育を 「盆栽教育」 と自己否定した戦後初期の学校教育局師範教育課長 （昭和二十四年 〈一九四九〉 ～大学学術局教職員養成課長、 のちに福岡教育大学学長） 玖村敏雄であったことは記憶に留めておく価値がある （山田昇 『戦後日本教員養成史研究』 一九九三
 参照） 。 しかし、 この
高い理想も実現が難しかった面もあり、 今日に至っている。
　ところで、 今の教育学部学生と話していて驚くのは、 彼 （彼女） らの多










　明治五年 （一八七二） 学制の頒布とともに、 国家の構成員としての 「国民」 を育成する、 「師範学校」 を
中心とした教員養成の歴史が始まる。
　石川県では、 当初、 加賀藩以来の教育的伝統を受け継ぎ、 明治七年八月、 小学校教員養成のための集
成学校が開校した。 しかし、 十一月には石川県師範学校と改称し、 近代国家による教員養成制度に組み込まれていく。 その後、 同十九年の師範学校令で石川県尋常師範学校となり、 ここに兵式体操と軍隊式の全寮制生活による順良・親愛・威重の三気質を備えた教員養成を目的とし、 学資支給と卒業後の服務義務によって生徒を国家統制下においた師範教育の性格が確立した。 第二次世界大戦後、 師範教育は国家主義・軍国主義の温床 て批判の対象となったが、 他方全ての教科の教授法を短期間に習得した教員を養成できたという一面もあった。 ま 、 学資支給制度は、 経済的に恵まれない子弟が勉強を続けていくための貴重なひ つ 進路を提供した。 明治 十一年 同校は石川県師範学校と名を変え戦時中の昭和十八年 （一九四三） 、 全国の師範学校とともに官立 石川師範学校として専門学校程度に昇格している。
　石川県の女性教員養成機関の成立は、 地方では最も早く、 明治八年に幼児教育者養成のため石川県
女子師範学校が開校した。 当初女性教員は社会的な認知度が低く、 女子師範もいったん 川県師範学校に吸収されたが、 明治三十年代の教員不足を背景に 学者を伸ば 大正 年 （一九一四） 分離・独立している。 昭和十八年には再び石川師範学校に統合され女子部となった。
　このほか、 県内の 「師範学校」 として、 同十九年 戦争末期の中等学校教員不足、 軍事目的の科学教育
の振興を背景として金沢高等師範学校が設立している。 こ は中等学 教員養成機関である全国七校の高等師範学校のひとつである。 また同年には、 勤労青少年の教育に当たる教員養成機関として、 同じく官立 石川青年師範学校が開校している。
　なお、 石川県には、 「師範学校」 以外の教員養成機関として、 明治三十年代以降各郡市に臨時の小学
校教員養成所が設置され、 大正十二年から第四高等 に中等学校教員養成のための第十臨時教員養成所が、 戦時下の昭和十八年には金沢高等工業学校に工業教員養成所が付設されている
　以上の各 「師範学校」 は、 戦後すべて金沢大学に包括された。
　昭和二十年 （一九四五） の段階で、 全国に官立
の教員養成諸学校は高等師範学校四校、 女子高等師範学校三校、 師範学校五十六校、 青年師範学校四十七校、 教員養成専門学校 （農業教育・体育） 二校、 臨時教員養成所・実業学校教員養成所三十校の計百四十二校が存在していた。 これらの教員養成諸学校を、 いかに戦後の新学制下で処遇するのか、 教育政策の課題とされた。戦前期の画一的・形式的な 教育を是正するため、 師範学校自らで協議を重ね、 新しい教員養成の学課課程を模索し始める。 石川師範学も、 昭和二十二年一月、 東京第一師範 で開催された 「教育大学創設準備協会全国大会」 に参加している。 全国各県に、 教育大学を設置しようとする師範学校側の試みであった。
　石川県師範学校は、 明治七年 （一八七四） に
小学校の教員を養成するために設置される。 翌年、 女性教員養成のために石川県女子師範学校を設置した。 明治期以来、 県立であった師範学校は、 昭和十八年三月の 「師範教育令」 改正によって、 専門学校に昇格して官立 （国 ） 学校となる。 同年四月 石川県女子師範学校を合併して、 石川師範学校男子部・女子部が設置た。 昭和二十二年五月、 県内の教育関係者らが参集して、 「 学芸大学」 創設準備会を組織する。 柴野県知事を会長に、 石川師範同窓会を中心にして、 一千万円の募金を目標に全 的 活動を展開 た。
　石川学芸大学を金沢に設置するためには、 図
書館等の施設・設備の充実が課題とされた。 男子部二万四百七十五冊、 女子部一万十三冊、 校友会図書九百二十一冊 （昭和二十一年の学校調査） では全体的な蔵書数も少なく、 蔵書内容も自然科学・社会科学関係の文献が僅少であり、人文・社会・自然科学の領域を満遍なく満たすことが必要であった。 その充実の具体策として、 地元の宗教家で蔵書家でもあった暁烏敏に五万冊の寄贈依頼を行い、 暁烏師から書物を十分に収納できるだけの書庫を用意するように注文を受けた。 そこで、 目標の募金額の内、 五 万円余り 「暁烏文庫」 設置に充てることとした。実際には七十万円ほどしか集らず、 当初の規模を大幅に縮小して、 木造モルタル二階建 の書庫を昭和二十三年十一月に竣工した。
　昭和二十二年十二月に入ると、 石川師範学校






















　明治五年 （一八七二） の 「学制」 で重点が置かれた小学校は、 子どもた
ちが同じ教室の中で、 同じ教科書を使って学ぶ一斉授業の形態がとられた。 この年、 東京に文部省直轄の師範学校 （東京師範学校） が設けられ、学制実施にともなう新しい教員の養成とともに、 小 校教科書の編集も行われた。 文部省は府県に対して、 文部省および東京師範学校編集 教科書の翻刻を許可したため、 これらの教科書は急速に全国に普及した。地方ではこうし 教科書 翻刻のほか、 地方版の教科書の発行なども行われた。
　石川県における教科書出版の中核を担っていたのが 「益智館」 である。
益智館は、 倉知新吾等が教科用図書刊行を目的に創立したも で、 初めは出版会社と称し、 後に益智館と改められ 。 『小学読本』 『萬國地誌略』など主要な教科書の翻刻をはじめとして、 『女のしつけ』 『くりや こころえ』 『加賀地誌略』 など、 県内の師範学校や地元の教育関係者が編纂に携わっている教科書の発行も手がけた。 こ らのことから 地域が一体となって教科書の作成・発行に取り組んでいた姿がうか える。
　明治期の石川県師範学校においては、 『国史略』 『物理階梯』 『西洋事情』『輿地誌略』 などが教科書として用いられていた （ 『石川県師範教育史』一九五三） 。
　明治十年代より、 教科書の制度を整えて、 国家の統轄を強めようと
う動きが見られた。 明治十九年、 初代文部大臣の森有礼による学制改革が実施された際、 教科書の検定制度が成立した。 検定制度は小学校 みでなく中学校および師範学校 教科書についても実施された。 検定教科書になると地方出版の教科書は激減し、 教科書の出版は東京に集中していった。 この教科書の検定制度は、 出版社と府県の審査委員との間の贈収賄など不正行為を多発させ、 明治 十五年の大規模な摘発により、 師範学校長 各府県 育界 指導的地位にある人々が検挙される事態となった。 この 「教科書事件」 を契機として 小学校教科書 国定制度が実施されることとなった。
　明治三十七年より小学校では国定教科書が使用され始める。 その後、
時勢の変化に伴い、 四度の大幅な修正が行わ る。 昭和に入ると 明るい色刷りの挿絵も多く見られるようになるが、 内容的には国家主義的思想が反映されるようになる。 教育内容に対す 国家統制が強まるにつれ、中等学校および師範学校では昭和十八年から、 青年師範 では昭和十九年から教科書が国定となった。
　また、 昭和十二年に文部省より出された 『国体の本義』 や、 それに続く『臣民の道』 などは戦時下に必須の読み物として各学校に配布され、 師範学校などでも教科書として用いられた。
　昭和二十年の第二次世界大戦の終戦後は、 戦時中の教科書はそのまま

































　大正期から、 初等教育において、 郷土の歴史や地理、 自然、 生活、 文化
等を教材とし、 そうすることで、 郷 の現実を認識・理解して郷土の再編を目指す、 あるいは郷土愛・愛国心を育成する、 郷土教育がさかんとなった。
　昭和五年 （一九三〇） 、 文部省が全国の師範学校に対し郷土研究施設費
の補助を開始し、 石川県でも石川県師範学校・同附属小学校・石川県女子師範学校に郷土教育資料研究費が支給された。 これを受けて、 同七年石川県 の理論的究明と実践のため、 郷土館が設立された。 『郷土研究資料目録』 （石川県師範学校） によれば、 同館は三つの研究室からなり、 第一室は、 郷土の地図・地誌・写真などの地理的参考資料のほか、 郷土教育 参考文献や統計書を備えた生徒の自習室として利用され、 第二室は郷土の自然・産業に関する資料を蒐集し、 第三 は土の文化・歴史・人物に関する資料 蒐集・陳列して 生徒の郷土研究に資する機能を持っていた。 その後、 が増加したのか、 第四室まで設けられてい 。 また同年には、 女子師範学校にも郷土室が新築された。
　こうした郷土教育の中で生徒自身によって作成された掛図や論文が、
本学教育学部や附属図書館に残さ ている。  明治五年 （一八七二） の 「学制」 以降、 義務教育の機会は基本的に男女均
等であるべきとされたが、 当初はまだ女子教育が急激に進展する状況ではなかった。  石川県では学制の実施当初から女子の初等教育に力を入れ、 明治六年
には石川県女小学校が創立された。 その後、 県下の小学校を男女別学の方式 する方針を示し、 主要な地域には女児小学校が開設された。 この男女別の小学校の設置は、 石川県において女子初等教育を普及させることとなった。  女児小学校の普及に伴い、 女性教員 養成の取り組みも始まる。 明治八
年五月、 文部省の認可を得て、 石川県女子師範学校が設立される。 明治七年にできた官立の東京女子師範学校に続き 公立としては最初 子師範学校である。 石川県 子師範 は 名称の変更、 石川県師範学校 （男子） との合併・分離を繰り返しながら、 昭和二十六年 （一九五一） に閉校となるまで、 女性教員養成 場として重要な役割を担った。  明治以降、 女子の教育は家事・裁縫などを中心とした良妻賢母主義で、























て県内各地で実業補習学校が設置され、 農業技術の指導などが主として行われた。 これとは別に、 大正十五年 （一九二六） 入営前の十六歳以上の男子に軍事教練を主体とした訓練を施す青年訓練所が設置された。
　しかし、 この実業補習学校と青年訓練所は、 教育を受ける対象がほぼ
重複していたことなどから、 両校を統合し、 昭和十年 （一九三六） 職能実務教育と軍事教練を行う青年学校が制度化され 県内各地に設立された（同十四年から男子のみ義務制となった） 。
　そこで同十二年、 青年学校の教員養成を目的として石川県立青年学校
教員養成所と同女子青年学校教員養成所が設立され、 農業科に重点をおいた 育が実施された。 また翌十三年には、 教員の需要増大により、 小学校本科正職 の免許状所有者を対象に臨時教員養成科 松任農学校に附設された。 こうして地域の青年学校では、 養成所卒の 官から、 普通教育の補習と農業指導、 軍事教練が施された。
　同所は、 昭和十九年官立の石川青年師範学校となり、 師範教育の一環
として石川師範学校・金沢高等師範学校と同じく師範 育令の中に位置づけられたが、 戦局の悪化に伴い、 青年学校は軍事教練、 食糧増産 軍需生産に挺身する場となっていっ 。
　戦後、 新義務教育制度により青年学校は廃止され、 以後の勤労青少年
に対する教育は定時制高等学校や公民館 よる青年学級などに移行して
いった。 同時に、 石川青年師範学校における教員養成も、 新制中学校の職業科・家庭科の教員養成へと方針が変更されることとなった。
　金沢高等師範学校が創設された昭和十九年 （一九四四） の十二月、 戦況
が悪化する中、 文部省の指示により同校教授陣による 「特別科学 育研究班」 が設置された。 全国では、 他に東京高等師範学校など五か所のみ設けられた。
　太平洋戦争の末期、 米軍の圧倒的な科学的軍事力と物量を目前にした
日本では、 科学技術力の飛躍的向上が至上課題となり、 「科学技術ニ俊秀ナル資質ヲ有スル」 学徒へ 高度な英才教育を施し、 「科学決戦」 に勝利する科学者を養成するねらいがあった。
　金沢高等師範学校の 「特別科学教育学級」 は、 同二十年一月、 全国の


















































45 石川師範学校卒業証書　 昭和19 ㈶石川県文教会館
46 小学校教員免許状　修身













50 国民学校教員免許状 昭和19 ㈶石川県文教会館
51 教育実習録 昭和17 個人蔵
52 教育実習写真 個人蔵
53 こん棒・アレイ 金沢大学教育学部
54 新撰　体操書 明治15 金沢大学附属図書館







58 生徒思想の動向と其対策 昭和10 金沢大学附属図書館
59 皇紀2601年卒業アルバム 昭和16 個人蔵
60 修養道場鞍ヶ嶽明倫堂概要 昭和12 金沢大学附属図書館
戦時体制への動員
61 沖縄戦参戦連名血判状 昭和20 個人蔵
62 賞状　功労賞 昭和20 ㈶石川県文教会館










67 学徒動員出動中の記念写真 昭和20 個人蔵
68 学徒動員出動中の卒業写真 昭和20 個人蔵
69 作業日誌 昭和20 金沢大学資料館




72 石川師範学校寮生手帳 昭和17〜 ㈶石川県文教会館




75 会誌　51号 昭和4 ㈶石川県文教会館
76 学友会雑誌　第36・37号 大正6・7 ㈶石川県文教会館
77 交友会誌　第12号 大正15 ㈶石川県文教会館
78 無限　創刊号 昭和22 金沢大学資料館
























4 金沢新市街地図 昭和12 金沢大学附属図書館
5 金沢勝地賑双六 明治10年代 石川県立歴史博物館
6 卒業証書 昭和17 ㈶石川県文教会館
7 修了証書　 昭和18 ㈶石川県文教会館
8 卒業証書 昭和17 ㈶石川県文教会館
9 修了証書　 昭和22 ㈶石川県文教会館
10 卒業証書 昭和23 個人蔵







15 小学校教員試目及第証書 明治13 金沢市立玉川図書館
近世史料館
16 石川県師範学校修了証書 明治19 金沢市立玉川図書館
近世史料館








20 母校新築落成記念号 大正4 金沢大学附属図書館





23 暁烏敏胸像 昭和23 金沢大学附属図書館
24 暁烏文庫看板 昭和25 金沢大学附属図書館
25 永井柳太郎　暁烏敏宛書簡 昭和9 金沢大学附属図書館




28 学資等領収書 昭和13 個人蔵
29 制服用ボタン ㈶石川県文教会館
30 級長ヲ命ス 昭和12 ㈶石川県文教会館


























41 青年師範学校校章 昭和19頃 ㈶石川県文教会館
教員養成と師範教育
42 国民学校教員免許状 昭和17 ㈶石川県文教会館









132 裁縫教科書　上巻 明治39 ㈶石川県文教会館
133 統合　家事教科書 昭和14 ㈶石川県文教会館










138 青年学校経営 昭和12 金沢大学附属図書館
139 和牛 昭和24 金沢大学附属図書館
140 蔬菜採種園芸 昭和23 金沢大学附属図書館
141 肥料の統制及配給 昭和16 金沢大学附属図書館






145 Mathematica 昭和25 金沢大学資料館



































161 代数学講義 昭和21 ㈶石川県文教会館
162 初等整数論講義 昭和21 ㈶石川県文教会館
163 訂正　最小自乗法 昭和21 ㈶石川県文教会館
164 接続の幾何学 昭和22 ㈶石川県文教会館
165 微分幾何学 昭和21 ㈶石川県文教会館
166 郡論 昭和21 ㈶石川県文教会館
167 函数概論 昭和21 ㈶石川県文教会館
168 力学通論 昭和22 ㈶石川県文教会館
169 改訂　物理学　上巻 昭和18 ㈶石川県文教会館
170 改訂　物理学　下巻 昭和21 ㈶石川県文教会館
171 代数的整数論 昭和23 ㈶石川県文教会館



















94 青年師範体育大会写真 昭和23 個人蔵
教科書と地域出版
95 格物入門 明治2 金沢大学附属図書館
96 西洋事情 明治3 金沢大学附属図書館
97 物理階梯 明治7 金沢大学附属図書館
98 改訂増補 新撰数学 明治11 金沢大学附属図書館
99 小学読本 明治7 金沢大学附属図書館
100 萬國地誌略 明治10 金沢大学附属図書館
101 加賀地誌略 明治11 金沢大学附属図書館
102 改訂 加賀地誌略 明治14 金沢大学附属図書館
103 石川県地誌 明治22 金沢大学附属図書館
104 尋常小学修身 明治26 金沢大学附属図書館
105 尋常小学修身書 明治37 金沢大学附属図書館
106 尋常小学修身書 明治43 金沢大学附属図書館
107 師範歴史 昭和19 金沢大学附属図書館
108 師範教育 昭和19 金沢大学附属図書館
109 国体の本義 昭和12 金沢大学附属図書館
110 臣民の道 昭和16 金沢大学附属図書館
111 師範育児保健 昭和21 金沢大学附属図書館
郷土教育と師範学校
112 金沢城下町割絵図 昭和10 金沢大学教育学部

















120 加賀藩年中行事図絵 昭和7 金沢大学附属図書館
121 儀式風俗図絵 昭和8 金沢大学附属図書館
122 くりやのこころえ 明治13 金沢大学附属図書館
123 女のしつけ 明治12 金沢大学附属図書館









128 漁村読本　第六 昭和13 ㈶石川県文教会館
129 農業教科書　土壌肥料篇 昭和12 ㈶石川県文教会館
130 青年修身公民書　巻三 昭和18 ㈶石川県文教会館
67
＊青字は石川師範学校男子部、ピンク字は同校女子部、緑字は石川青年師範学校、茶字は金沢高等師範学校の系統を表す




















































1939 昭和14 傷痍軍人尋常小学校准教員養成講習科設置（9月） 昭和14 青年学校男子義務制






















1950 昭和25 警察予備隊駐留のため、野田町から金沢大学理学部校舎(旧四高校舎）へ移転 昭和25 朝鮮戦争
1951 昭和26 石川師範学校、石川青年師範学校閉校
1952 昭和27 金沢高等師範学校閉校
（『金沢大学五十年史』通史編、『石川県教育史』等参照）
（財）石川県文教会館
石川県立図書館
石川県立歴史博物館
株式会社うつのみや
金沢市立玉川図書館近世史料館
安達實
在田則子
奥田晴樹
清原岑夫
五味武臣
菅村暾
鈴森庸雄
田嶋万希子
田中昭子
深川明子
水原克敏
宮口尚義
本康宏史
山瀬晋吾
鷲山靖
平成19年度資料館・附属図書館シンポジウム
「金沢大学３学域化と総合大学の教員
養成の新機軸―地域における教員養成
の過去・現在・未来―」
2007年10月29日（月） 13:30～16:30
会場：金沢大学大学教育開放センター
■石川県の各師範学校年表
池上佳芳里
伊藤美和
江森一郎
大久保英哲
奥野麻理子
川添真澄
谷本宗生
野村洋子
橋洋平
堀井美里
宮下孝晴
村田勝俊
（50音順・敬称略）
協力者
編集・執筆者
石川師範学校男子部同窓生
　坂本仙之介・神宮弘・滝速雄
　道端孫左エ門
石川師範学校女子部同窓生
　上島洋子・小林綾子・小泉しげ・山形朝子
金沢高等師範学校同窓生
　小島和夫・羽場究・棒田実・宮崎光二
　深山哲
石川青年師範学校同窓生
　久保繁子・高西喜久松・洞庭弘・中森智
　早川恒夫
金沢大学教育学部同窓生
　荒木善彦・小山田秀一・野村祐治
　（50音順・敬称略）
【会期日程】
平成19年10月15日（月）～11月16日（金）
　9：00～17：00　　※期間中無休
【場　所】
金沢大学資料館展示室
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教える×学ぶ
―師範学校といしかわの教員養成史―
編集･発行：金沢大学資料館･金沢大学附属図書館
発　行　日：平成19年10月15日
印　　刷：能登印刷株式会社
